
令和３年度関東学生新人体操競技選手権大会・関東学生体操競技交流大会 

女子通達事項 

 
１．D１審判員紹介 
跳馬      志村 美紀 （日本体操協会 体操女子審判部員） 
段違い平行棒  針谷 美智子（日本体操協会 体操女子審判部員） 
平均台     荒木 未央 （日本体操協会 体操女子審判部員） 
ゆか      桒原 香菜 （日本体操協会 体操女子審判部員） 

 
２．適用規則 
採点規則 2017 年版変更規則Ⅰ、体操競技情報 30 号を適用 

  
３．Dスコアへの問い合わせについて 
次の種目に移動するまでに D１審判へ口頭で質問をしてください。その種目の最終演技
者については、次の種目の練習時間内までとします。意見の相違がある場合には、審判長
へ書面を提出してください。なお、本大会は検証用のビデオはありませんのでご了承くだ
さい。 

 
４．競技直前の練習時間について 
 感染症予防対策の観点から本大会の練習時間についてはチーム、個人とも競技部報記載
の通りとします。 

   跳馬     １人 2本 
   段違い平行棒 １人 50 秒 
   平均台    １人 30 秒 
   ゆか     １組 3分  ※7 人で編成されている組は 3分 30秒 
 
５．選手、コーチの行動のルールについての確認 
・落下による中断時間について 

選手が落下時間の計測の開始を避けるために故意にマットから足を離している場合、
規律のない行動として最終スコアから－0.30 の減点となります。落下後、選手の安
全が確認できましたら、速やかに演技再開に向けて動き始めてください。 

 
・不適切なマグネシウムの使用について 

炭酸マグネシウムを撒き散らすような行為や助走路やマット上に炭酸マグネシウム



で印を付けるなど容易に復元できないような行為は違反となり、減点の対象となり
ます。助走路に印を付けたい場合はテーピング等を使用し、演技後は必ず剥がすよう
にお願いいたします。 

 
 ・コーチによる合図、かけ声等について 
   演技中に合図、かけ声、応援等でコーチが選手を援助する行為は減点の対象となりま

すのでご注意ください。 
 
・出血の対応について 

出血があった場合には、速やかに競技スタッフまたは救護係へ連絡をしてください。
競技の進行に関わる場合は D１審判へ申し出てください。もともと傷があるような
場合には競技中に出血しないように事前にテーピングを巻くなど対応をお願いいた
します。 

 
 

選手のみなさんのご健闘をお祈り申し上げます。 
審判長 高橋洋子 


